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〈
日 

時
〉 

九
月
十
五
日
（
火
曜
日
）
午
後
一
時
よ
り 

〈
會 

場
〉 

オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
（
Zoom
上
） 

〈
硏
究
發
表
お
よ
び
講
演
要
旨
〉 

 

【
硏
究
發
表
】 

道
元
の
諸
法
實
相
觀 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

米
野 

大
雄 

日
本
曹
洞
宗
の
開
祖
道
元
の
主
著
『
正
法
眼
藏
』
內
に
は
「
諸
法
實
相
」
と
題
し
た
卷
が
あ
り
、
道
元
の
諸
法
實
相
觀
が
明
示
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
內
容
は
晦
澁
で
明
瞭
と
は
言
い
難
い
。
そ
こ
で
、
本
發
表
で
は
、「
諸
法
實
相
」
卷
の
用
語
を
『
正
法
眼

藏
』
の
他
の
卷
を
參
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
內
容
を
把
握
し
、
思
想
的
特
徵
を
明
瞭
に
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
道

元
以
前
の
禪
典
籍
や
天
台
關
連
の
文
獻
を
參
照
し
、
道
元
以
前
の
諸
法
實
相
觀
を
見
た
上
で
、
道
元
の
諸
法
實
相
觀
の
特
徵
を
、
そ

の
思
想
的
獨
自
性
に
焦
点
を
絞
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
明
瞭
に
把
握
す
る
。 

 

辯
才
天
の
惡
龍
教
化
と
龍
口
明
神―

江
島
緣
起
說
話
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て―

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

田
中 

亞
美 

『
江
島
緣
起
』
に
は
辯
才
天
の
惡
龍
教
化
が
說
か
れ
る
が
、
惡
龍
の
懸
想
を
緣
と
し
た
教
化
の
話
は
、
他
の
緣
起
類
に
お
け
る
惡

龍
教
化
譚
と
は
明
ら
か
に
異
質
で
あ
る
。
こ
の
話
は
、
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
發
表
で
は
、
ま
ず
、
辯
才
天
の
惡

龍
教
化
譚
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
か
を
、
觀
音
の
聖
天
教
化
譚
と
の
關
連
か
ら
考
察
し
た
い
。
さ
ら
に
、
觀
音
信
仰
と
の
關
連

が
窺
え
る
泰
澄
と
龍
口
明
神
の
說
話
を
中
心
に
、
緣
起
の
成
立
環
境
に
お
い
て
龍
口
明
神
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
考

察
す
る
。
江
島
緣
起
の
成
立
背
景
を
探
る
こ
と
で
、
日
本
の
辯
才
天
信
仰
の
多
樣
化
が
進
ん
だ
過
程
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

「
暢
玄
」
の
「
玄
」
に
み
る
『
抱
朴
子
』
內
篇
の
著
述
意
圖 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

冨
田 

繪
美 

『
抱
朴
子
』
は
、
神
仙
・
方
藥
・
養
生
・
延
年
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
、
「
道
家
に
屬
す
」
內
篇
と
、
世
俗
の
得
失
や
是
非
に
つ
い

て
述
べ
、
「
儒
家
に
屬
す
」
外
篇
か
ら
成
る
。
著
者
葛
洪
は
內
篇
の
卷
一
「
暢
玄
」
に
お
い
て
、
玄
に
も
と
づ
く
存
在
論
を
展
開
し
、

玄
の
體
得
者
が
最
高
で
あ
り
、
知
足
者
を
そ
れ
に
次
ぐ
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。
從
來
の
硏
究
で
は
、
內
外
篇
の
關
係
を
巡
っ
て
、

外
篇
に
お
い
て
至
高
と
さ
れ
る
逸
民
と
、
こ
の
知
足
者
と
が
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
本
發
表
で
は
、

「
暢
玄
」
に
お
け
る
玄
の
分
析
を
通
し
て
、
『
抱
朴
子
』
內
篇
の
著
作
意
圖
、
お
よ
び
內
外
篇
の
關
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

 

『
聲
聞
地
』
と
『
法
蘊
足
論
』
の
關
連
性
：
止
觀
を
中
心
と
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

貴
子 

初
期
瑜
伽
行
派
の
論
書
『
瑜
伽
師
地
論
』、
と
り
わ
け
そ
の
最
初
期
の
文
獻
『
聲
聞
地
』
は
、
說
一
切
有
部
の
な
か
で
活
動
し
て
い

た
ヨ
ー
ガ
實
踐
者
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
で
は
『
聲
聞
地
』
の
ヨ
ー
ガ
體
系
や
理
論
に
影
響
を
与
え
た
も
の
は

何
か
。
す
で
に
『
聲
聞
地
』
が
『
修
行
道
地
經
』
や
『
サ
ウ
ン
ダ
ラ
ナ
ン
ダ
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
阿
毘
達
磨
文
獻
と
の
關
わ
り
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
網
羅
的
な
硏
究
は
な
い
。
そ
こ
で
、
本
發
表
で
は
『
聲
聞
地
』
と
『
法
蘊
足

論
』
の
關
連
性
に
つ
い
て
、
特
に
『
聲
聞
地
』
の
實
踐
理
論
の
中
心
で
あ
る
止
觀
に
焦
点
を
當
て
て
論
じ
た
い
。 

 

經
學
と
し
て
の
朱
子
學―

―

朱
熹
の
『
孟
子
』
解
釋
を
め
ぐ
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

垣
內 

景
子 

今
後
の
朱
子
學
硏
究
の
大
き
な
課
題
に
經
學
の
問
題
が
あ
る
。
儒
教
の
正
統
を
自
任
す
る
朱
熹
に
と
っ
て
、
經
學
が
そ
の
生
命
線

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
今
日
の
我
々
に
と
っ
て
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
十
分
に
描
き
出
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

朱
子
學
に
お
け
る
經
學
の
意
味
を
探
る
た
め
に
は
、
朱
熹
自
身
の
「
格
物
窮
理
」
の
現
場
と
し
て
經
書
注
釋
の
個
々
の
場
面
に
立
ち

會
う
し
か
な
い
。
そ
の
試
み
と
し
て
、
本
發
表
で
は
、
朱
熹
の
『
孟
子
』
解
釋
を
取
り
上
げ
る
。
五
經
や
『
論
語
』
と
い
っ
た
他
の

經
書
と
は
性
質
を
異
に
す
る
『
孟
子
』
を
、
朱
熹
は
經
書
と
し
て
ど
の
よ
う
に
讀
ん
だ
の
か
を
考
察
し
た
い
。 

 

【
講 

 

演
】 

中
世
の
神
事
藝
能
を
考
え
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

山
本
ひ
ろ
子 

近
年
、
宗
教
テ
ク
ス
ト
の
調
査
・
翻
刻
・
解
讀
に
よ
る
、
中
世
神
道
關
係
の
硏
究
が
め
ざ
ま
し
い
。
成
果
は
大
き
い
が
、
こ
と
神

樂
の
現
場
に
目
を
轉
じ
た
場
合
、
担
い
手
や
藝
能
の
あ
り
よ
う
は
見
え
て
こ
な
い
。
口
誦
や
藝
能
を
脇
に
お
い
た
方
法
、
教
理
・
テ

ク
ス
ト
へ
の
信
奉
も
そ
の
一
因
だ
ろ
う
。
民
俗
學
・
歷
史
學
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
考
察
は
な
さ
れ
な
い
。 

ひ
と
つ
の
試
み
と
し
て
、
中
世
阿
蘇
社
の
神
事
藝
能
を
と
り
あ
げ
る
。
文
獻
上
の
記
述
は
わ
ず
か
だ
が
、
想
像
力
も
動
員
し
つ
つ
、

中
世
末
期
、
歷
史
の
変
轉
に
姿
を
消
し
た
職
掌
人
と
多
彩
な
祭
事
の
姿
を
あ
ぶ
り
だ
し
て
み
た
い
。 


